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つ け 子宮の 大 き さ も同時｝C 計測 し得る 様に した・温度の

　目盛は 田坂式微熱體温計に從 い
， 小數點以下 2 位 ま で判

讀 し得る．叉 ， 後端に 把柄 をつ け計測者 の 體温が 影響 せ

ぬ 様に した ．豫備試驗の 結果檢温時間は 5分と し，測定

は ，腋窩 ， 腟内， 頸管内 （外子宮 口附近 と内子宮 口附近

の 2個所に區別 した ）， 子宮腔 に於て 行 つ た ．N 同時に

室 温 も測定 した．尚 ， 内子宮 口 附近 の 温度 は外子宮 口 よ

り 3，5c皿 と し ， 外子宮口 よ り 1c 皿の 部位を外子窩口 附近

の 温度と した ．

　 體温 は，腋 窩 ， 外子 宮口 附近，腟内，内子宮口 附近と

順 を追 つ て 高温 と な る．こ の うち外子宮 口附近 の 温度が

腟温 よ り常に 低 い 事 は ， 局所循瓔血 景に 影響 され るため

と思わ れ る が ，腟温 との 差 は ， 平均 O．229℃ であ る．子
’
宮の 温 度 は，外子宮 口 よ り内子宮 口 に 至 る に從つ て 高く

な り， 子宮腔 に 至っ て 最高温を示す．腟よ り内子宮口 に

至 る 間の 温度は，意外に 疾患の 影響 を受け る こ との 少 い

事 を知 り得た ．子宮内 の 平均温度は，妊娠時 3T。64℃

子宮筋 ge　37．316℃ ， 出血性 メ トロ パ チー 37．170℃ ，卵

災磯能不 全及び 子 宮發育不全 　3T．096℃，子 宮附屬器炎

及 び急 性 子 宮 内 膜炎 3T．225℃，子宮膣部麋爛 3T．388℃ ．

正常人 37．320℃ （基礎體温 に於け る低温期）及び37．410

℃ （高温期）である．上記の 如く子宮内温 度 は，妊娠時

に 最高 を示 し， 他 は ほ 堂正 常 に 近 い か 夊 は 稍 it低く， 殊

に 卵策機能不全 及び子 宮發育不 全に 於 て は甚 し く低温

を示 して い る。腟温 との 差 は ， 妊娠時に甚 し く （平均

0．524℃）． 他 の 疾患に 於 て は ， 子 宮筋腫 （O．02℃ ），卵

集機能不金及び子宮發育不金 （O．06
‘
C）， 出血 性 に 於 て

メ トロ パ チ ー
（0。05℃） と極 く僅か であ る．炎症性疾患

は我k が 常識的 に考える程瞬瞭な結果 を得な か つ た．即

ち器 質的疾患 よ りも， 機能的疾患に 於 て ， より以 上體温
の 變化を來 して い る如くであ る．例えば出血 性 メ トロ パ

チ ーに 於 て ， ホ ル モ ン 治療後子宮内温度の 上昇を示 して

い る．以 上 の 結果我k は産婦人 科領城に 於け る局所體温

測定 が，特に 機能的疾患に於て 有意義 で あ る 事 を知 り

得た ．勿論之を以て 直ちに 各疾患の診斷を決定す る事は

出來 な い が ， 日常鑑別 を 必要とす る産婦人 科疾患に ， 或

程度 の 信頼 度 を以 て 參考 と成 し得．臨 床 上 の 價値も少 く

な い と思う．

　26 ． Sparteine の 醴内代謝に關する研究

　　　　　　　　　　　　（大 阪市 大）　廉林　幹司

　Sparteine （以 下 Sp と略）製劑の 藥 理 學的 ， 並びに

臨床的實驗に關 して は報告 が ある が ， 體内代謝に 就い て

　は未だ報告を見 な い ．

　 實驗動物 と して 雌性非妊 白 鼠，家兎 を駕 い 入 體實驗 は

産褥嬬 人 工 妊娠中絶患者 を用 い た ．製劑は其の 硫酸鹽

艮口ち　Spatym 　を使用 した ．

　 定量法　1）化學的定量 は Dill ＆ Glazko の Meth1 −

orange 法 を應用．2） 生 物學的定量 は 白鼠 の 剔出子宮

を用い Mag4US 法に 依つ た ．而 して 兩者 の 定量値は ほ

　☆平衡 した．

　 尿中排泄實鹸 （以下各 5例平均値）

　 白鼠 に 2   1kg皮 下 注射 の 場合 ユ時間後 ， 20mg1鰭 の 時

は 3 時間衝 　20」噺kg 内服の 時は 1 時間後 に夫々 最高排

泄量を示 し， 24時間の 總排泄率は ， 夫 々 39．2％，37．6

％，12．9％で あ る．約 20例 の 人 體 尿 中排溝成績は ， 24時

聞で 41．3％ の 總排泄率を 示 す・人體 の 血中濃度は低く注

射陵30〜60分で 0。6〜 1．5α 程度で，其 の後次第に漸減

した ．以 上 の 成績 よ り注 射 した Sp の 30〜4 ％が 尿中に

排泄 され る事が わ か る，

　 生體内分布實驗 （以 下各 3例の 平均値）

　 白鼠 に 2   ’  皮下注 射し 1．2，3 時間後に撲殺し，

各臓器 19 の Sp 含有 量 を定量 した ．1 時間後 の 値は ，

子宮 （24α ） が最高で 次 い で腎 （5．4α ）心 ， 肺，小腸．

肝 ， 脾 ． 筋肉 ， 大腦の 順 に含有 し，血中濃度は 1　 ce 中 1

α 以下であ つ た ．3 時間後 は，腎 （5．2α ），子宮 （2。5
α ）で他臓器 は， 之等よ りは る か に少く， 6 時間後で は

子宮に 少量檢出 した以外 ， 殆ん ど檢出不酊能であつ た ．

以 上 の 成績よ り Sp が 壓倒的 に 高濃 度 に子宮に集中す る

と考え ら れる．

　諸臓器に よ る不活化實驗 （各 3 例 の 平均値）

　家兎及び白鼠の 諸臓器を用い た．各臓器 19 を Slice

と し ，
Krebs 　Ringer 　 5　cc ，　 Sp 　100α を添加 ， 37．5℃

1蒔間 中cuvate した 後取 り出 し定量 した所 ， 肝臓 に ｝ま

他臓器に比 し著明に 残訟 Sp の 減少を認め ， 約45〜70％
’

が 不活化 さ れ た ．他臓器 で は殆んど不活化作用を認めな

か つ た ．

　不 活化の 條件 （各 3例 の 平均値）

　incuvate の 最初の 30〜菊 分 ま で は急速に 不灘 ヒす る

が ， 其の 後 は漸次 緩徐とな る．而 して 至適μ頁は T．Oであ

つ た ．肝量を
一

定 （19 ）に し Sp 量 を 50，100
，
200

，
300

50 ，1000α 添加 した 場合，白鼠は 300α ， 家兎は 200α

まで不活化 は Sp 量 に應 じて増
’
加す るが，そ れ 以 上増量

して も木活化は著明な増加 を 見な い ． Sp 量 を
一

定 に し

肝 量 を變化 した 場合 ． 29 ま では 單位肝量 不 活化 は 増加

す る が ， そ れ以 上 増量 して も單位不 活化量 は著明 に 増加

しな い ．
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　不活化抑制物質 （各 3例平均値）

　incuvate の 場合．各種の 物質 を添加 した 處 ハ イ ドロ

キ ノ ン ， 硫化水素， 青酸 カ リは 1e−3mol 濃度で著明に

抑制 した ．ア ス コ ル ビ ン 酸，モ ノ 臼
一

ド醋酸，弗化 ソ ー

ダ ，ウ レ タ ン ，メ タ ノ
ー

ル ，重金 驕 鹽 で は 著明で な い ・

酸素 は 不活化 を 促進す る．肝臓に 60℃ ユ0分間 の 熱を作

用す る と不活化作用 は停止 した ．以上の 如 く肝臓 に よる

Sp の 不 活化は 酵素的作用 に 依 る もの と思われ る．

　27．性 ホ ル モ ン に對す る茅宮運動並び に藥物感

　　　 度に關する研究　附．組織學的考察

　　　　　　　　　　　　（鹿兒 島 大 ）　横 山　淳 一

　去勢未妊並びに 妊娠家兎に各種性 ホ を 投與 し，之等 が

子 宮の 運動や 藥物感度に どん な 影響 を及 ぼ す か を 檢討 し

嗣時 に 継織 學的に ≧も考察 した ．

　實驗方法

　子宮運動はマ グ ヌ ス 法 を用 い て キ モ グ ヲ フ に 描 篤 し，

藥 物感度 は可檢藥物 を い ろい ろな濃度に稀釋して 榮養槽

内 に 滴下 しそ の 變化を見た．組織標本は ， Allen・Bouin

で 固定 し， Haematoxy 工in−Eosin で 2 重染色した．

　實驗成績

　L 　去勢子宮の 自家運動は 術後の 經過 日數 と 共に漸次

減 弱 し且 つ 不 規則 と な る．

　2。性 ホ 投 與 に よつ て （各ホ を プ ロ キ ロ O．2cc，　 AC
TH は プ ロ キ ロ 1m 窪子宮摘出前 5 日問注射）子富運動 ぽ

活溌 と な る か．叉 は 減弱す る．使用 した ホ 別に よる そ の

澑 溌 の 度は次 の 順 で あ る．

　 1）　EP ホ ル モ ン 　2）　 ロバ ー
ル

　 3）　ロ バ ール 十ACTH 　4）　シ ナ ホ リン

　5）　オ ・ホ ル ミン リテ ウ ム 　6） ポ セ ル モ ン

　 7）　イ ン テ レ ニ ン 　8） サ ン ス テ ロ ン

　 3． ホ を投與 しな い 去勢子宮で は，術後 60 日迄 は ア ド

レ ナ リ ン よ りも ， ピ ロ カ ル ピ ン の 方 が 強 く感應す る．

　4， 去勢後 シ ナ ホ リン を投 與 した 子宮では ア ド レ ナ リ

ン に 封 して は よ く感應 し， 滴下後に整調な 振幅度 の 大き

い ，運動數の 多 い 自家運動を描 く．

　5。去勢後EP ホ を 投與 した 子 宮 で は，自家運動 は ，

ロ バ ール 以上 であつ て，去勢後 2 ヵ 月 迄 そ の 減弱 を 見な

い ．し か も子宮肥 大が 著明で あ る ．

　6。 妊娠家兎子宮 は，ア ト ； ン に 對 し藥物感度極めて

減弱 し， 且 つ 妊娠子宮 に上 逋各 ホ を 投 與 し て もア ト ニ ン

に 劉す る感度 は さ ぼ ど認め られ な か つ た ．

　7． 妊娠子宮の 自家運動は E ？ ホ投與 後 の み 整調であ

つ て ． 振幅度 の 大きい 曲線を 得た ．

　8． 去勢後 EP ホ を投興 した 家兎子宮の 組織學的變化

は エ ス トロ ゲ ン 單獨使用 と異 り著明 な 増殖性變化 と共

に ， 毛細血管の 異常な 擴張充血 が認め ら れ ， 粘膜 こ とに

筋層の 肥 大増殖が著明であ つ た ・

　9． 去勢後ポセ ル モ ン を投與 した 子宮 の組織像は ， ア

ン ドロ ーゲ ン （サ ン ス テ ロ ン ） の 單獨投與 （退 行性變化

を誘致） と 異 り，少 量 の エ ス ト ロ ゲ ン 混合に よつ て，エ

ス トロ ゲ ン 單獨投與の 場合に示す増殖性變化 を助長す る

よ うな結果 を得 た ．ま た そ の 子 宮肥大 も他 の ホ 投興 と比

較 し極めて 著明であつ た 。

　 28．鬱血畢 宮の 臨床組織羅離所見 に就い て

　　（磐 城 共 立 ） 鈴木辰夫 ， 木村　明 ， 加藤昭 典

　1． 緒言　鬱血 子宮或は骨盤鬱血症 に就 い て．吾國で

は 臨床組織學 的所見が 殆 ど明 か に され て い ない ．殊に そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、
の 組織所見 に關す る 系統的な險討の 報告 は 未だ見られ な

い ．

　私 は 過去 4 力 年 の 間 に 手術 した 鬱血 子宮の 30例 に 就い

て ， 臨床的並 び に組織學的に 強討 して みた い ．

　2． 臨床症状に關 して は ， 九島等が詳細に調査 して い

る の で 省略す るが，Tayler の 云 う如 く， 腰痛 ， 下腹

痛，帯下及び 乳房痛等 と主として 骨盤 に 限局きれ た も の

で な く，全身に 及ぶ 自律神經一内分泌性徴候及 び 精神瀞

經症状を主 とす る もの で あ る．又 ，
Taylet’が多い と 云

う不妊症 、 不感症及 び 月 經困難症は， 私 の 例では手術例

及び 外來統計で も非常に少い ．

　3。 手術時肉 眼的所見 と して ， 子宮の増大 （超鵞卵火

に達す るこ とあ り），妊娠子宮の 如き柔軟化 ， 卵篥肥 大

（Follipelcyste，
Luteincyste ，Teercyste 及 Ut　Kleinas

Cysto 珮 ）：各靜脈叢 ，膀胱及 び直腸 の 靜脈 の 怒張 ， 鑛張

は Tay 三er の 夫れ と同様である が，1） 鬱血 は卵管に最

も 著明であ る．2）　肥大せ る 卵藁 と 卵管は， ダグ ラ ス 腔

に 下 垂 し ， た め に 漏斗骨盤靱帯が ，半ぽ 捻轉 して い る場

合が屡 ぐある．3） ダ グ ラ ス 腱に ぽ多くは 20〜50cc の

茶 禰色 の 腹水 が あ る ．時 に は 20。c 内外の 黒禍色の ．血液 が

あ り ， 子宮頸部後面の Serosaに ， 米粒大の 多數の 出血 、

斑黠 を 見 る こ と が あ る．こ の 所見 は ， ダ グ ラ ス 穿刺 上 ，

重要な臨床的意義をもつ もの と思う．之等の 諸所見 に就

い て は，未だ報告 が な い ．

　4。 組織學的所見 （ヘ マ トキ シ リン ・工 才 ジ ン ，　 ワ
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